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研究を強化しつつ，新たなアイデンティティを模索する

ことが期待された。

話題提供者の井関基弘博士に「人口増加，国際化，疾

病構造の変化と寄生虫病｣，今井長兵衛博士に「地球環

境の変化とマラリア｣，行天淳一博士に「生活習慣・文

化の変化と寄生虫病｣，西山利正博士に「環境変化と条

虫症~特に裂頭条虫症に注目して－｣，安藤勝彦博士に

｢環境変化と線虫症」と題して，環境変化による寄生虫

病の動態予測と対策樹立に関して論じてもらい，討論を

行なった。本シンポジウムの記録として，各演者からの

講演内容と，中村浩二博士（金沢大学理学部生態学)，

赤阪賢博士（富山大学人文学部文化人類学)，北村敬博

士（富山県衛生研究所）の特別発言も加え，企画者と司

会者による序論として，ここに集約を行なった。

近年の世界人口の爆発的増加と産業発展によって，人

間の行なう多様な活動が想像をはるかに上回る規模と速

度で環境変化をもたらした。具体的には，森林破壊，砂

漠化，オゾン層破壊，異常気象，地球温暖化，酸｣性雨，

海洋汚染，開発途上国の公害，有害廃棄物の越境移動，

野生生物種の減少などの深刻な地球環境問題を引き起こ

している（環境庁，1994)。これらは人類の生存そのも

のを滅亡の淵に追いやりつつあるといえるが，同時に寄

生虫病の増加要因となるとともに，今後の日本において

も寄生虫病の新たな動態が重要な課題となる可能性が強

まっている。しかしながら，近年，日本における寄生虫

病の急激な流行の制圧によって，国内では教育の現場で

寄生虫学が軽んじられ，寄生虫病診断もおろそかにされ

る傾向が強まっている。寄生虫学の重要性を社会的に訴

えるためにも，私たち寄生虫学研究者は，顕著な環境変

化による寄生虫病動態の将来予測に立った適切な予防対

策の樹立と，社会認識の向上をなすべき責務を負わなけ

ればならない。

このような観点から，1994年10月１，２日に富山で開

催された第50回日本寄生虫学会西日本支部大会・第４9回

日本衛生動物学会西日本支部大会の合同シンポジウムと

して「環境変化と寄生虫病」が取り上げられた。このシ

ンポジウムによって，地球環境の深刻な危機を背景に，

寄生虫病が日本国内でも重要問題になることを認識する

とともに，寄生虫学（医動物学)，衛生動物学，熱帯医

学，環境保健医学，感染症学などの関連領域が共同で，

地球環境科学，人類生態学，文化人類学などとの学際的

環境開発と寄生虫病対策

世界人口の５分の４が開発途上国に居住しているが，

現在，これらの国で人口の爆発的増加が起こっている

(総理府統計局，1994)。そのため，開発途上国の住民は

食べるために森林を開墾し，常畑で，生産性の高い作物，

米や換金作物を栽培しようと努めている。日本など先進

国の木材，パルプ材購入も加わって，熱帯雨林は１分間

に40ヘクタール，年間１千数百万ヘクタール（北海道の

約２倍）もの猛スピードで消滅し，砂漠化が進行してい

る（環境庁，1994)。先進国では，自国での産業活動に

よるストック公害などをもたらすと共に，開発事業で森

林を破壊し，酸性雨によって森林を枯死させ，野生生物

種を減少させている。また，開発途上国においては，産

業活動による有害廃棄物の越境移動，公害輸入による環

境破壊などが顕著である。それらに加えて，善意による

先進国からの援助活動として，上下水道建設やダム造成

による治水，灌概，水利，発電の事業や，森林伐採，湿

地改良による乾田造成などの環境開発が行われ，地域住

民の生活水準を向上させる技術援助がなされている。そ
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グ体制が必要となっている（中村，未発表)。さらには，

環境生物共同体への理論発展，開発途上国における現地

での文化的理解や疾病観・健康観の共有，医療人類学に

よる伝統医療への理解，文化人類学的な視点からの地域

開発の評価などがきわめて大切である（赤阪，未発表)。

現実には，航空機や通信網の発達で地球は狭くなり，

ライフスタイルが変化し，国際交流が展開されていく過

程で，寄生虫病への対応が切実な問題となっている。そ

のため，熱帯病学ないし寄生虫学に関する医師・検査技

師養成と再教育，診断・治療・予防の基礎的および応用

的研究，国民への』情報提供と健康教育，寄生虫病に関す

る情報収集・診断研修センターの設立と関連省庁への支

援のアピールなどが火急になされなければならない。

ＰＫＯなどで該当地域に海外派遣を支援するには，先進

諸国のように，寄生虫病などの,情報収集センターをまず

設立すべきである（北村，未発表)。また，開発途上国

への積極的協力，先進国との研究協力，健康増進と環境

生態系の保護，文化人類学的文明文化の理解の向上，健

康観．疾病観の民族的理解，持続的な社会発展と医学の

相互関係の構築なども緊急を要する課題となっている。

こには害しI三虫病を中心に数多くの感染症が蔓延している

ため，自然環境の人為的改変は，マラリア，住血吸虫症，

フィラリア症など動物・昆虫媒介'性寄生虫病や，鉤虫，

糞線虫，毛様線虫などの土壌伝播'性寄生虫病の爆発的流

行を起している。そこで，国連専門委員会ＰＥＥＭ

(PanPlofExpertsonEnvironmentalManagement

forVectorControDが1981年に設けられ，それらへ

の助言が行なわれてきた（佐々，1984；Ault，1994)。

1983年には国連総会で，持続的発展（sustainablede-

velopment）の概念が提唱され，「持続可能な開発委員

会」が新たに設立された。そこでは，地域を取り巻く地

誌的，（t物的，社会的要因とともに，それらの内的およ

び外的要因の相互作用を研究し，各種環境問題と広範囲

に結びついた自然科学と社会科学の連携，全ての生物と

その環境との関係を捉える人間ＬＬ態学の重要'性が強調さ

れている（環境庁，1994)。

例えば，パナマ運河建設の際には，黄熱とマラリアの

制圧に努めることでようやく運河の完成をみたが（山口

1980)，アフリカのポルタ111ダム建設などの水利事業で

は，かえって住Ⅲl吸虫l1iiE，マラリア，アルポウイルス感

染症などの流行を起し，保健面，経済Ⅲi，環境面で多く

のデメリットをもたらした事例が知られている（Wrig-

ht，1973，松村・石井，1993)。そのため，寄生虫柄防

圧の慕う7k戦略を定める上で，急がれるのは環境モニタリ

ングと生物モニタリングを連携させることである。環境

影響アセスメントは，環境の変化に関する情報を確認・

分析・予測し，公表し，問題に対する住hと参加を促すも

のである。とくに，環境のリスクアセスメントとして，

人間活動が環境を変え，環境に各種の危需を牝じろ恐れ

がある時に，その影響度を評価し，社会の福祉と環境の

リスクとの間の最諄のバランスを探し求める作業がきわ

めて重要である。そのために，問題となる原因や環境物

質それぞれに関して，その発生源から人間に影響を及ぼ

すまでの自然環境（大気，水，土壌，食物連鎖，動植物

/L態系など）や人間社会の経済的文化的背景を加味した

緤路についての量的質的情報を収集する環境モニタリン

グシステムが必要とされる。グローバルなモニタリング

方法として，ベクターのコントロール対策にリモートセ

ンシングが活用されて成果をあげているが（Ault，

1994;WashinoandWood，1994)，野外でのローカル

な現状把握がたいへん遅れていて，’情報がきわめて不足

しており，平均化した数値では現地に対応できないほど

の格了兼がある。そのため，野外データを蓄積し，ローカ

ルな現状把握に努めることが大切で，長期的モニクリン

ライフスタイルの変化と寄生虫病

1955年頃には東京から札幌へは25時間，福岡には20時

間を要したが，航空機が発達した今日，地球を一周する

のに40時間もあれば十分となった。当時は日本国内を活

動圏としていた企業も世界市場を股にかけて活動するこ

とになり，人間も物資も世界L|｣を移動する時代となった。

輸出入の増大と国内外における流通過程の迅速化は，日

本経済を高度成長させ，「大衆消費社会」となり，グル

メブームと食生活の多様化，ゆとりある生活感覚に基づ

くレジャー産業，観光開発，ペットブームなどをもたら

した。

［1本の国民１人１日当りの食品供給量は，1970年に食

肉３６６９，魚介類８６５９だったのが，1990年には78.39

と10179と肉食嗜好が高まり，食料自給率は1970年に

食肉89％と魚介類100％（食料全体で88％）だったのが，

1990年に70％と68％（全体67％）にまで低下し，輸入食

品への依存度が高まっている（食品流通,情報センター，

1992)。食費の面でも，1970年には，国民１人当り調理

食品に3,026P｣，外食に7,552円しか年間に消費しなかっ

たが，1990年には22,393円と43,158円をそれぞれ消費す

るようになった（同，1992)。また，飽食の時代を背景

に，1970年から1990年にかけて食生活が高級化して，ア

ユ漁獲高が9,879トンから17,795トンに，サケ・マスが
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3,171トンから18,325トンに増加した（総務庁統計局，

1992)。そのため，アユが中間宿主である横川吸虫症や，

サケ・マスが中間宿主である裂頭条虫症が増加している

（西山，1995)。また，流通機構の発達により，クール宅

急便が普及し，消費者が生産地から直接生鮮食料品を入

手したり，店頭のトレー詰めされた刺身を手軽に購入出

来るようになり，酸素補給をしたビニールパックで活魚

を遠距離輸送する技術も発達して，活造りなどの鮮魚料

理店が都会に出現し，アニサキス症などが増加している

（唐沢，1993；上村，1994)。また，グルメ嗜好の世相を

背景に，ホタルイカを丸ごと生で食べて旋尾線虫幼虫に

感染する例が出ている（Kagei，1991)。有練顎口虫症

が減少し，剛練顎口虫症が台頭してきたのは，あまり美

味でない雷魚の刺身を食べなくなった反面，輸入ドジョ

ウの踊り食いがなされているせいである（赤羽ら，

1982；Kagei，1991)。ウエステルマン肺吸虫症が減少

し，宮崎肺吸虫症が台頭してきたのも，モクズガニを食

べることが少なくなり，一方サワガニを食べるようになっ

たのが原因である（行天，1995)。マンソン孤虫症は，

輸入のマムシやカエルなどのげてもの料理で感染するこ

とが多い（影井，1989)。クマ，イノシシなど獣肉の生

食や不完全料理で旋毛虫症，肺吸虫症などの人畜共通寄

生虫病に感染する例も出ている（山口，1989)。また，

輸入食肉は冷凍品にとどまらず，成畜が空輸されてきて

おり，国産牛肉と銘打っていても，子牛を輸入して育て

ている場合が多く，無鉤条虫症や肝蛭症などが増加する

ことになる。生きた豚やペット類も輸入されているので，

旋毛虫症，有鉤条虫症，トキソプラズマ症などに感染す

る危険性もある。

人間や動物の大量移動は寄生虫病の拡大につながる。

多包条虫症は，森林を荒す野蛸対策として礼文島に移入

したキツネが感染していたために，その地での風土病と

なったが，今では北海道全士に拡大し，本土でも汚染が

認められるようになった（久津見，1989)。これは飼料

のトラック輸送に中間宿主のネズミが潜んでいたための

南下と推測されている。季節野菜が本土で多量消費され

ているが，それが多包条虫に感染したキタキツネの糞便

で汚染されている危険性すらある。広東住血線虫は，中

間宿主のアフリカマイマイの分布拡大と並行して分布を

拡大し（AlicataandJindrak，1970)，日本でも沖縄

から北海道にまで北上し，患者が出ている。

国際化を背景に，年間１千４百万人を越す海外旅行あ

るいは海外派遣の日本人と外国人の入国者によって，マ

ラリアをはじめ，アフリカ睡眠病，シャーガス病，リー

シュマニア症など多くの輸入寄生虫病が持ち込まれる例

が増加している（井関,1995)。それらが２次感染をも

たらす例も見られ，輸血マラリア，肛門性交による赤痢

アメーバ症などにも警戒する必要が出てきた（狩野・鈴

木，1994；TakeuchietaZ.，1987)。地球規模では，開

発途上国での人口爆発によって寄生虫病患者数が急増し，

事態はますます深刻化することが予測されている（井関，
1995)。

都市化と住宅環境問題の影響も大きい。都市化が進み，

そこでは断熱密閉構造の小住宅が普及し，多湿適温となっ

て，嶢虫症に高率に幼児が感染している（中尾ら，1989)。

小家族となり，人間関係の空疎化を背景に，犬猫などの

ペットを室内飼育する人が増え，犬回虫症，犬糸状虫症

などの人畜共通寄生虫病に感染する機会も増加している

(近藤ら，1993)。また，高齢化社会を背景に，癌の化学

療法や，臓器移植のための免疫抑制剤の多用，ＡＩＤＳ患

者の拡大などで免疫不全者が増加し，ニューモシスチス

肺炎，クリプトスポリジウム下痢症，糞線虫症などの日

和見感染症が増加するなどの疾病構造の変化がもたらさ

れている（井関，1986)。

異常気象と寄生虫病

寄生虫は乾燥に弱いものが多く，熱帯地では乾期の存

在が寄生虫病の蔓延を防止している。砂漠化は寄生虫病

の低下をもたらすであろう。ただ，リーシュマニア症は，

乾燥地に強いサシチョウバエが媒介するので増加する可

能性がある。また，砂漠に隣接した地帯では，灌概によっ

て顕花植物を増加させ，媒介昆虫の好適環境となって，

マラリアなどが増加する可能性がある。地球温暖化とそ

れに基づく海面上昇もマラリア媒介蚊，ひいてはマラリ

アの増大をもたらすと予測されている（今井，1995)。

バンクロフト糸状虫症が熱帯的な分布をするのは，そ

の耐寒性に基づいているとされているが，地球温暖化の

進む中で，成育速度も早まるので，多くの線虫症が中緯

度地帯でも増加すると推察される（安藤，1995)。また，

1994年には異常気象の猛暑によって国内で野菜が不作と

なり，青物の生鮮野菜も相当量が空輸された。輸送技術

が向上し，生鮮食品の輸入はさらに進行するものと見な

されるので，回虫などの土壌伝播'性寄生虫病が今後さら

に増加するであろう。かつて国民病とまでいわれた回虫

症は，現在，虫卵保有率002％にまで低下して，一般市

民も医師も寄生虫病への警戒心が薄れ，生野菜を水洗い

もせずに食べるまでになっている。病院でも糞便検査が

検査項目から削除されているところが多い。しかし，回
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しており，有機農業などの見直しもあって，無警戒に畑

に人糞を施肥していることがある（上村ら，1991)。

以上に述べたごとく，人間活動のもたらす環境変化は

寄生虫病の増大をもたらし，日本国内での新たな対応を

緊急に必要としている。２１世紀に向けて，教育・啓蒙を

始めとして，医師，検査技師，開発途上国研究者などの

人材育成や，これからの寄生虫病の動態解明とそれに対

する診断体制を強化するなどの対策を早急に検討し推進

しなければならない。

要約

人間活動によってもたらされる環境変化，とくに流通

機構の迅速化国際化と食生活の変化，地球温暖化と異

常気象によって寄生虫病が全般的に増加しつつあるので，

環境科学，生態学，文化人類学などの協力も得て，早急

に寄生虫病と環境変化との相互関係の解明に努め，寄生

虫病の診断体制の確立，教育，啓蒙，人材育成などの寄

生虫病への対応を強化すべきである。
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